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Abstract 
Haruki Murakami wrote The Wind-Up Bird Chronicle in the United States during the Gulf War. 
The author claims to have become more interested in Japan after his stay in the United States. 
This paper analyzes the novel in the context of Murakami’s experience in the United States. In this 
novel, Lieutenant Mamiya talks to Toru Okada, who lives in modern Tokyo, about his supernatural 
experience during World War II. Mamiya is able to sense supernatural objects but cannot clearly 
identify them because he is unable to extricate himself from a soldier’s mentality. On the other 
hand, Toru is able to do what Mamiya could not do―use supernatural powers to fatally wound 
Noboru Wataya. This story reveals how the presence of the supernatural in today’s Japanese 
society prevents a return to pre-war times and attempts to show connections with supernatural 
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そして、この最終戦争こそ、日蓮が世界統一を実現するためにはまず「前代未聞の大
闘諍、一閻浮提（人間界）に起るべし」と喝破したところの未曾有の大戦争をさすは
ずであり、日米決戦がこれに他ならないとみた。これが石原の世界最終戦争論であっ
た。 
 
『ねじまき鳥クロニクル』第３部において石原の『世界最終戦論』が引用されたことは、この物
語が石原の思想における宗教性を射程に収めていることを証し立てている。 
岡田亨は、石原の思想を引き継ごうとする綿谷ノボルに致命的な傷を与える。それが可能とな
ったのは、間宮中尉から岡田亨が神秘的な力を引き継いだからである。現代の東京で西洋文化を
享受している岡田亨は、間宮中尉の話に含まれる「靖国神社」との関わりは受け入れず、神秘的
な力だけを手に入れたのではないだろうか。言い換えれば、岡田亨によって戦前の神秘体験は西
洋文化によって濾過され、言わば純粋なシャーマニズム的な力が岡田亨に付与されたのである。
その神秘的な力こそが、天皇制ファシズムを打ち倒す可能性を秘めているのだ。 
 
『ねじまき鳥クロニクル』の冒頭では、高級官僚の父親は神秘的な力には抗えない事が描かれ
ている。綿谷ノボルも同様である。西洋文化圏と深く繋がっている現代日本に、神秘主義が伏在
していることの問題がこの物語の主題の一つであると考えることができる。 
戦前の日本人にとって天皇制ファシズムは疑いを得ないものであったが、戦後の日本人の大
多数とってそれは理解不能なことである。だが神秘主義が政治性を帯びたとき、現代の「日本人
性」が戦前の「日本人性」に回帰することはあり得ないことではないであろう。しかしその一方
で、西洋的な合理主義によって神秘主義を否定することにどれほどの効果を期待できるであろ
うか。合理主義が力を持つのであれば、現代日本に神秘主義が伏在することはないはずである。 
村上は米国滞在中に湾岸戦争に直面して、西洋的な「ロジック」の限界を目の当たりにした。
その一方で、村上は日本社会の「偽善性」にも向き合うことになる。村上の創作意識は「日本人
性」の「相対化」へと向かう。『ねじ巻き鳥クロニクル』では、現代日本に神秘主義が伏在し、
戦前「回帰」への危険性を秘めた「日本人性」の存在が明らかされている。物語世界では、伏在
する神秘主義を明らかにしつつ、西洋文化と接続することで戦前への回帰を回避し、同時にアジ
アを起源とする神秘的な力に接近する。 
『ねじまき鳥クロニクル』の物語世界が切り拓こうとしているのは、西洋と接続しつつ、アジ
ア的な神秘主義へと向かうことではないであろうか。この物語は我々に、戦前の日本回帰に抗う
ことを促し、アジアの霊性へと向かうオルタナティブな「日本人性」への想像力を喚起している
と考える。 
 
